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牛久市立第一幼稚園

◆住環境と調和した木造園舎
◆コーナー保育※1のできる広い保育室
◆日照、通風等に配慮した南面採光
◆豊かな感性を育てる半屋外空間※2のテラス
◆保護者の悩みを聞く相談室を設置
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平成31年4月開園

普通教室棟
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南門

駐輪場

　現在、中根小学校の敷地内にある同

幼稚園を移転します。

※1【コーナー保育】多種多様な活動を提供するため、同じ部屋の中に例えば絵本コーナー・

製作コーナー・ままごとコーナーなどを設けて行う保育。子どもたちが自ら遊びの環境を

選んで遊ぶことで、自主性・創造性・協調性を育てることが目的。

※2【半屋外空間】屋外と屋内をつなぐ中間的な領域であり、幼児が季節や天気に応じて自由に

活動できる場所。

ひたち野うしく中学校

ひたち野うしく小学校

第一幼稚園
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れ
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を
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施設の主な特徴

幼稚園・
小学校・中学校の
交流、連携が
しやすい配置

完成予想図

完成予想図

広報うしく 2018年7月1日号 2



牛久市立ひたち野うしく中学校

屋根付広場

多目的室

特別教室棟

地域活動室

給食室

メディアライブラリー

体育館

人工芝のテニスコート

バレーコート
バスケットコート

武道場

管理棟

平成32年4月開校

地域開放へ対応
地域開放や今後導入が見込

まれるコミュニティスクールを

見越して、「地域活動室」を設け

ます。また、特別教室棟の廊下

は、幅5.4ｍと幅広い設計となっ

ており、展示スペースやギャラ

リーとしての使用が

可能です。

人工芝の
テニスコート

スポーツ振興くじtoto

の助成金を受け、整備し

ます。学校の使用時間以

外で地域への開放を予

定しています。

市内で35年ぶりに開校する6校目の中学校です。

【写真4】屋根付広場のイメージ【写真3】特別教室棟廊下のイメージ【写真2】地域活動室のイメージ【写真1】メディアライブラリー全体イメージ

地域に溶け込み、地域と共に成長する

『もうひとつの家』としての中学校

安全で高機能かつ多機能、さらに将来の変化にも
柔軟に対応できる施設に
◆バリアフリー対応の木造平屋建て校舎
◆環境負荷の低減や、長期的な維持管理等のコスト削減を考慮
　（太陽光発電、LED照明、屋根散水、木材の積極的利用等）
◆アクティブラーニングなどさまざまな授業形態に対応可能
な教室設計

◆教室に無線LANを整備。また、図書室とPC教室を一体化
した「メディアライブラリー（写真1）」を設置

◆将来の生徒数増減に対応できるような構造

特別支援教育の支援強化や、
地域の生涯学習・まちづくりの核としての施設に
◆特別支援教室エリアを集約し、専用の屋外活動スペース
や相談室を設置

◆「地域活動室（写真2）」や幅広い廊下（写真3）を設け、コミュ
ニティスクールや地域住民の活動の場として活用

地域の防災拠点および避難所として機能する施設に
◆第二次避難場所として、災害時には地域住民へ開放する
ことを想定し、体育館・武道場・屋根付広場（写真4）・給
食室・多目的室を集約配置。費用対効果の高い防災拠点に。

施設の主な特徴

 平成30年6月17日市民説明会を開催しました。詳細は市ホームページをご覧ください。（http://www.city.ushiku.lg.jp/news.php?code=3139）
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